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Abstract：The five wood remains were discover．ed from the subsurface depositsof  

ther・uinsof tトeTakamatsucentralbasebal1fieldof Takamatsu city and ofthe Shiohama  

Site at Yoshima of Sakaide city，Kagawa Prefectur’e，nOr．thern Shikoku小 The four  

materials fr・Om TakamatSu arein thelate YayoiperIiod－the early Old Thomper・iod，  

ラudging from the chronologicalor．der of the pottery。The anotheror】e fr・omYoshirrn  

isin the early－・middleJomon periodindicating a date of4，950±160y．B∴R（GaK－8887）  

bymeans ofHc radiocar七on datir）g method・The former materials ar・eidentified as  

Apharzanthe sp・，Zelkova sp・，Cimamo仇umsp・andSqpindus sp。Thelater belongs  

toCimcm10mumsp。These for・mS arelivingin the hillzone－the mountain zone  

around the hinter’1and of the SetoInland Sea at pr・esent・nerefore，it seems that  

the paleo－Climate and paleo－Vegetation at that time were similar・to the present  

は じめに   

昭和57年高松市中央球場跡地の工事現場から  

保存の良い埋れ木が発見された。今回，坂出市  

与島の塩浜遺跡あとから報告されていた埋れ木  

（坂東，1980；香川県教育委員会，1980）の材  

種も明らかにできたので，ここに両地点の埋れ  

木について報告する。   

これらは，香川県における完新世の古気候・  

古植生解明の初の大型植物化石である。  

埋れ木の産出層準とその地質時代   

高松市中央球場跡地の埋れ木（囲1，2，7  

－1・2）：ここからの埋れ木は，中央球場跡  

地の地下駐車場拡張工事の際，地表下約5m付  

近の砂礫層をショベルド・－ザ－で掘削中に発見  

された。いずれも，ほぼ同一・地点から産出した  

らしく発見当時，掘り出す途中で4本に折れた  

と信じられていた。4点ある。   

この産出地点（図2）から10m・～15mほど西  

ゝ臨封  

KAGAWA  
PREFECTURE  

図1埋れ木産出地点（×印）．  

に囲3に示す露頭があり，産出層準を推定す・る  

ことができる 。断面の層序は下位より，A層（暗  

灰青色炭質シルト質細粒砂層，層厚04m～05  

m），B層（淡黄土色砂礫層，層厚35m一～48  

m，偽層あり），C層（表土層，黒色盛土，瓦  

やコンクリ・－ト片多し，層厚09m～19m）の  

順である。工事現場の小野満工事主任，友時照  

－15－   

OLIVE 香川大学学術情報リポジトリ



2   

（820720－ヰ）  

rくン¢℡ ク  
レoム 

d△クや  
∀¢q00  

0（⊃ 0 0 0  

0 0 0 00   亡lく＞⊂〉 ○  

⊂⊃  O O 
00000  
00＠00く  
000  
／ヽ〈＝〉亡⊃  

←   一    ●     ●    ●  ク∇クn  C                        0 0 00 0                  Od窃000 00000 も0。。○ぷ。三 。○亀○。○ ○（〉000 n′⊃00                            ・凸 ●－－   ■  
図2 高松市中央球場跡地  
の埋れ木産地。●：埋  

れ木産出地点．．×・－1  

－2：図3の地質柱状  

図作成地点 
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高松市中央球場跡地の埋れ木産出地点近くの地質状図 
1：シルト；2：細粒砂；3：中粒砂；4：砂礫；5：表  
土（盛土）；6；塊状黒色粘土（植物片多し）；7：土器  

産出範囲；8：埋れ木産出範囲；9：須恵器産地；10：地  
層区分；柱状図版号1・2は図2に同じ 

図3  
俊技師（清水建設K・K・）らによると，  

図3のA層直上のB層下部あたりを掘  

削中にでてきたとのことである。産出  

後間もなく現場を訪ねたが，産出地点  

一一層にはA層上面が露出し，そこに／ミラスが敷  
じぎょう  

かれ，駐車場床の地形面になっていた。   

埋れ木に付着する土質（表1）をみるとA層  

とB層のものをつけており，B層下部から出た  

とする工事現場の人々の証言と矛盾しない。産  

出層準はA層とB層の境界付近で，ややB層よ  

りでないかと推定する。   

B層から多数の土器片が採集できる（図3）。  

B層下部からの土器片は，瀬戸内海歴史民俗資  

料館の松本敏三専門職員の鑑定によると弥生後  

期～古墳時代前期のものであるという。   

これは，B層が弥生時代後期～古墳時代前期  

に始まる堆積物であることを示すものであり，  

下位のA層も，おそらくそれに近いものと思え  

る。また，A層は弥生後期～古墳時代前期の海  

面上昇（井関，1976）当時の堆積物の可能性が  

ある。しかし，B層とA層間に，一部，ダイア  

ステムを思わせるような所があり，現在，14C放  

射性炭素による年代測定の傍証を学習院大学木  

越邦彦教授に依額中である。   

坂出市与島町塩浜退跡あとの埋れ木（図1，4，  

6，7－3）：坂東（1980）と香川県教育委員会  

（1980）によって産出層準が紹介されているが  

筆者も観察の機会を得たので，それを述べる。  

出  

市   

図4 塩浜追跡あとの埋れ木産地・●：埋れ木産  

出地点。×－1：図5の地質柱状図作成地点。  
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055mの黄土色シルト質砂層に樹幹部が覆われ  

る状態で，両層にまたがって産出している。   

この層準の地質時代は，直接，埋れ木自身の  

14C放射性炭素による絶対年代値，4，950±160  

y・BP（GaK－8887，学習院大学木越邦彦教授  

測定）から縄文前期～中期のものであることを  

知るのみである。  

埋れ木の産状と解剖学的特徴  

（1）埋れ木の産状   

高松市中央球場跡地からの埋れ木4点は，解  

剖学的特徴の項で述べるようにApんα彿α常≠んβ，  

Z¢′丘0γα，C五肌α7乃の†親のちぶαp宜耽血8 の4種類  

である。いずれも樹幹部分で両端が著しくささ  

くれ，樹皮もほとんど確認できず，あたかも洪  

水あとの河床に放置された流木にたとえられる。  

材の表面が黒かっ色に変色し，炭化が始まって  

いる。 これらの産状の詳細は表1の通りであも   

坂出市与島の塩浜遺跡あとからのものは樹幹  

部が欠損しているものの，4mX5m平方には  
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図5 塩浜追跡あとの埋れ木産地の地質柱状図 
柱状図番号1は図4に同じ．  

埋れ木は塩浜遺跡調査のために掘られた，た  

て36m，よこ67m，深さ1m～18mのトレ  

ンチ内で地表面下約12mの青色シルト質砂の  

上に根をはった状態で掘り出された。   

埋れ木に近いトレンチ壁の地質断面から推定  

すると図5の通りである。すなわち層厚約035  

mの青色シルト質砂に根をはり，上位の層厚約  

表1 高松市中央球場跡地産埋れ木の産状（特徴）・  

埋れ木の種類 樹幹長 樹幹直径 年輪教  材の色調  付着する土質  そ の 他  

cm cm 表面は黒かっ幹の片面‡ぺに暗灰板根部分がつ  
6070 

勉励肌紘esp…275 40・～50 
， 

黄色。  土色粗砂。  

表面は黒かっ幹の片面レ主に暗灰太短い幹であ  

■ 
Z伽αsp・ 180  45 54 

三 

土色。  。  

げのあとあり。  

表面は黒かっ幹の片面レ左に暗灰標本中一・番長  

C五冊花0醐sp・44134～4165 ミ 
， 

土色。  土色粗砂と礫。  

表面は黒かっ 幹の片席レ宣に暗灰 樹皮がわずか  
色，材質は淡 青色シルト質紳砂～ に残っている0  

ぶα所感％さSp。170   40   60  い黄土色。 粗砂，残り弓ぺはシ 穿孔貝の穴ら  
ヨベルの歯で材がさ しいものある  

さくれているため不明。が詳紳は不明。  
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Zβ～た0γαsp。  

産地：高松市中央球場跡地；図8－1・2・3   

環孔材で早材部の大道管がト～2環に並ぶが  

部分的に道管径が小さく，並列，斜列，上下列  

になる。早材部から晩材部への道管径の移行が  

急激に小さく，晩材部では小道管が多数集合し  

て，接線状，斜線状になる。道管は単せん孔で  

小道管にらせん肥厚が認められる。   

柔細胞は環孔部でイニシ■7ル状，環孔部外で  

周囲状が卓越し，異状組織を伴う。   

放射柔組織は異性で広放射および高放射組織  

をもつ。   

C宜常耽α刑0肌眈仇sp・  

産地：高松市中央球場跡地；図8－・4・6  

坂出市塩浜遺跡あと；図8－・5   

散孔材で道管が単独ないし，2～3個が放射  

方向や斜め方向に接合して散在する。道管は単  

せん孔で側壁に交互壁孔をもつ。   

柔細胞は周国状で所々に油細胞を形成してい  

る。   

放射組織は異性で油細胞がある。   

動画血加sp  

産地：高松市中央球場跡地；囲8－・7・8・9   

環孔材で早材部の道管は2－3列あり晩材部  

へ移行するにつれ急激にその数を減少し，晩材  

部では極端に小径となり数個が集合す－るように  

なる。道管は単せん孔で，交互壁孔があり，小  

道管にはらせん肥孔がある。   

柔組織は帯状に接線状で木繊維と交互になる0   

放射柔組織は同性である。  

考  察   

高松市中央球場跡地から出た埋れ木は，絶滅  

種を考慮しなければならないほど古くはないo  

Ap如∽（仇£んβは暖温帯に広く分布するA・α鱒訂  

PlanchりZelkovaは暖温帯～冷温帯に分布す  

るZ。Sβγγα≠αMakino，Z。さCん彿β宜dβγ宜α†脇  

Handelet Mazzetiiのいずれかであろう0  

またCinna仇OmumにはC・CalnPhora Sieb。，  

C。japonica sieb。et Nakaiがあるが，い  

ずれも暖温帯に広く分布するものである0  

ぶαp宜れd偶にも2種ある。ぶ。竹も％た研0β8乞  

Q
 
 

A－8 （：ROSS SECT10N  

J．■－・  

図6 塩浜遺跡あとの埋れ木の産状い（香川県  

教育委員会，1980を改変）   

った根のはり具合に，全く乱れがなく（図6）  

原地性と考えられる。根本近くの樹幹直径は70  

cm～80cmを推定できる。材の表面は黒ずみ，炭  

化が進行しているものの，内部は暗淡黄緑色の  

部分もあり，まだ生育当時のおもかげをしのば  

せている。   

根の太い部分は周囲約75cmあり，中空になっ  

ていて，黒灰色の炭質粘土がつまり，中から多  

数のC宜彿竹α肌0竹Z≠例 Cα仰pん0γαSieb。の種子  

（図7－4）が出た。  

（2）埋れ木の解剖学的特徴   

材の同定は，元奈良教育大学嶋倉巳三郎教  

授の指導の下に材の木口，柾目，板目の3断面  

のプレ′ミラ・－トを作成し，現生材と比較して行  

った。   

それぞれの材の特徴は次の通りである。   

Ap′抑彿αれ≠んβsp・  

産地：高松市中央球場跡地；囲7－5・6・7   

散孔材で道管が単独あるいは数個接合して放  

射方向に散在する。晩材部の方へ，やや道管径  

が小さくなる傾向がある。道管は単せん孔で対  

立壁孔をもつ。   

柔細胞は周囲状，散在状，連合異状，クー・ミ  

ナル状組織を示す。   

放射状組織は異性である。  
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園丁 1：高松市中央球場跡地の工事現場，×印が4点の埋れ木を産出した地点．2：高松市中央球場跡地か   
ら出た埋れ木・A：SapLnLkLS Sp・B：Zelkowsp・C：CinTLamOTnum Sp・D：AphanaTuhe sp・3：   
坂出市与島町塩浜追跡あとの 
いた黒色炭質粘土から取り出したCよ几花αmOm比m CαmpんorαSieb・の種子片，この種子に特徴的な稜線と   
珠孔がみえる。5．：A＃TWhthe sp・の木口断面・6：Aphananthe sp・柾目断面・7：、Aphananthe sp．   

板目断面．5，6，7は高松市中央球場跡地産．スケールは全長200〟，図8も同じ．  
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図8 1：gegゐ0γαSp・の木口断面・2．：ZeJ鹿0即αSp・在日断面・3：geg毎uαSp・板目断面t 4：  

C云mαmOm〟mSp．の木口断面．5：CよⅣlαmOmαmSp．柾目断面．6：CよmαmO〝乙〟mSp．板目断面．  
7：ぶ叩よ花血ぶSp・の木口断面・8：ぶαクよ花d捉ぶSp・柾目断面・9：g呼よ花血ぶSp・板目断面・4と  

6は坂出市塩浜遺跡あとの埋れ木，その他は全て高松市中央球場跡地産．  
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部に詰まっていた粘土からC．cα仇Phora sieb．  

の種子を多数採集したことからC。Cα仇pん0γα  

Siebt・の材である可能性も高い。この粘土から  

坂東（1980）はP五彿祝β，rβ≠gα，Cγ財卯0ク乃βγめ  

Q％βγC伽8，Zβ舷0γαなどの花粉を検出し，筆者も  

Q％βγC≠8（CycJoあα～α≠0卵五β）の高率に検出さ  

れることを確認した。このことは，この粘土が  

埋れ木（C五彿耽α刑0仇祝仇）の生育当時のもので  

あっても別に矛盾がないことを示唆する。   

この埋れ木の出現は香川県において，縄文海  

進期の温暖であったことを示す最初の大型植物  

化石である。  

要  約   

1）香川県高松市の中央球場跡地から弥生時  

代後期～古墳時代前期の埋れ木と坂出市与島の  

塩浜追跡あとから縄文時代前期～中期の埋れ木  

が産出したことを述べた。これらは県下におけ  

る初めての完新世大型植物化石である。   

2）中央球場跡地からのものはAp／脇耽αれとんβ  

splZelkova spo Cinnα仇Omumsp，Sa－  

p慮れ血βsp・の4点，塩浜遺跡あとからのもの  

はC宜先箱α仇0仇％血spである。   

3）これらに相当する樹種は県内の平地部か  

ら山間部にもよく生育しており，これら埋れ木  

を産した当時も，現在と同様，暖温帯域にあっ  

たことが推定されることを述べた。  

謝  辞   

本稿を草す－るにあたり，材の同定と文献資料  

について懇切丁寧なご指導・ご助言をいただく  

と共に資料の公表を勧めてくださった元奈良教  

育大学嶋倉巳三郎教授に深甚の謝意を表する。  

また，県下の海岸平野地表下堆積物についてご  

助言いただいた香川大学坂東祐司教授，筆者の  

採集した土器片の鑑定をしていただいた瀬戸内  

歴史民俗資料館松本敏三専門職貞，調査の機会  

と便宜を計ってくださった香川県自然科学館上  

原明正館長，香川県教育委貞全文化行政課の方  

々，瀬居中学校井上勝之教諭，高松市教育委員  

会藤井雄三氏に心からお礼申しあげる。さらに  

清水建設K・K、の小野満工事主任，友時照俊技師  

Gaer・tnとS．boninensis Tuyamaであるが，  

後者は小笠原特産で，地理的にかけ離れており，  

前者の可能性が強い。これは暖温帯上部・～冷温  

帯下部に分布するものである。   

現在，県内に普通にみられるP五竹r祝βやCyc－  

goあαわ彿0卵宜βなどの材は認められなかったが，  

今回発見された種類のものは，県内の平地や丘  

陵地，また山間部でよく生育している。   

この当時，すなわち弥生時代後期～古墳時代  

まきむく 前期頃の材資料として奈良県桜井市庖向追跡の  

古墳時代前期の地層からAる宜ββノ諾わ7旭S。et  

Z。，Sciadopilys rertici’llata s．et z。，  

Castanopsis sp・，Cyclolanopsis sp小，Ze－ 

′た0γαββγγα£αMakino，CβγC宜d五p吻JJ≠仇  

japonicumS・et Z・，Acer sp。，Cleyera  

japonica Thumb．などの報告（嶋倉，1976）  

がある。また福岡県福岡市板付追跡から弥生時  

代中期中葉～弥生時代後期後葉ごろに使用され  

ていたと思われる溝状遺構の材にCαβ才α耽Op8五β  

spりJ′βガsp・，βαが抑乞pん財肋仇骨犯¢γ呼0血仇  

Miq‖，〟αCん宜Z乱8sp（？），Cβ′王五ββ宜耽β朋ゐ  

Per・S．Varj’aponica Nakaiがある（福島席  

数育委員会，1977；嶋倉，1977）．   

さらに兵庫県姫路市長越遺跡から弥生時代後  

期後半～古墳時代前期ごろの材にrOγγβ財α耽叙r  

Cifera S。et Z．Cephalolaxus dγ叩aCea  

S・et Zh，Pinus sp，Abies filma s・et  

Z，Crypto77Wria japonica D．Don．，，My－  

γ五cαsp・（？），Q％βγC祝β αC≠≠五eβ乞肌αC如r・，  

Cyclebalanopsis sp・，Caslanopsis spり  

Celtis sinensis pers．var・．．グaponicaNaq  

kai，Cinnamomum camphora sieb，Sa－  

Pindus m・ukurosiicaer・thc，Cleyera j’a－  

po耽五cα7もunb。などが報告（兵庫県教育委員  

会，1978；嶋倉，1978）されている。これらの  

報告は，弥生時代後期～古墳時代前期ごろの香  

川県内の堆積物からノ4pんα竹α花≠んβ，Zβgた0てJα，  

C五れ彿α仇0仇髄仇，ぶ叩慮れ血ぶの材が出ても不自  

然でないことを示唆するとともに，当時の瀬戸  

内地域が，現在と同様，暖温帯域にあったこと  

を示唆しているものといえよう。   

－・方，坂出市与島の埋れ木は，その根の空洞  
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には，現場の地質調査に－・方ならぬお世話にな  

ったことをここに記してお礼申しあげる。  
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